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●ケガの原因を正しく伝える
　仕事中のケガなどの場合は労働災害に該当し、健康
保険は使えません。
　交通事故など第三者の行為によるケガの場合は、必
ず国保組合へ届け出てください。
●医療機関（病院・診療所等）との重複受診について
　同じケガで同時期に接骨院・整骨院と医療機関の両
方で健康保険を使った治療を受けることはできません。

●領収書は必ず受け取る
　領収書・明細書は必ず受け取って保管し、施術内容
を控えておくようにしましょう。
　後日、国保組合より医療費のお知らせをお送りします
ので、金額や内容に間違いがないか確認してください。
●書類の内容を確認してから署名
　「療養費支給申請書」にサインするとき
は施術内容や金額などを必ず確認し、白
紙の申請書にサインするなどしないでくだ
さい。

内容を
よく確認

　平成25年より初検者、または初検から6ヶ月以上経過している方に対して「柔道整復師・鍼灸師の正し
いかかり方」のパンフレットの送付を行っております。
　さらに平成26年より1ヶ月の申請ごとに施術費用の高い方から50名を抽出し、「柔道整復師の施術を受け
られた方へ」という名称のアンケートを送付させていただき、回答にご協力をいただいております。
　その中で、長期にわたって施術を受けられている方や多部位での施術を受けられている方が見受けられ
ます。
　柔道整復師は“医師”ではありませんので、“治療”行為はできないこととなっています。
　したがって、症状が長期にわたる場合（目安は3ヶ月～ 6ヶ月程）、または多部位にわたる場合は内科的
要因も考えられることから一度医療機関に受診していただき、医師の同意を得て「はり・きゅう」、「あんま・
マッサージ」に移行していただきますようお願いいたします（保険適用）。
　また、健康保険適用範囲の誤解があることから誤った受診も生じております。
　保険証が使用できる場合と使用できない場合は以下のとおりとなりますので、ご承知いただき、医療費
の適正化にご協力いただきますようお願い申し上げます。

柔道整復師（接骨院・整骨院）
にかかられている方へ

▲

接骨院・整骨院で健康保険が使
えるのは、打撲やねんざなど外
傷性のケガに限られています

▲

マッサージ代わりの利用や病気による症状
などの場合、健康保険は使えません▲

施術を受けた場合の料金は
全額自己負担となります

健康保険
使える

● 打撲
● ねんざ
● 挫傷
 （肉ばなれ等）
● 脱臼・骨折※

※緊急時以外は医師の同意が必要です。

健康保険使えない
●日常生活による単純な疲労や肩こり・腰痛
●病気（神経痛・リウマチ・ヘルニアなど）による
痛みやしびれ

●スポーツなどによる筋肉疲労・筋肉痛
●症状の改善が見られない長期の施術
●加齢による体の不具合（ケガによるものではない）
●労災保険の対象となる仕事中・通勤途中のケガ
●脳疾患後遺症等の慢性病

　新年度に向けて世帯の変更（家族が就職した等）や職員の雇用・退職に関する届出につい
て変更のある方は、ご一読のうえお早めにご申請をお願いいたします。

加入・喪失等資格の変更について

　同一世帯に市町村国保に加入している家族がいる場合Ｑ.
　国民健康保険である税理士国保では、国民健康保険法に基づき世帯単位での加入が義務付けられている
ため、同一世帯での市町村国保と税理士国保の混在はできません。
　つきましては、税理士国保への加入申請の際に、市町村国保に加入している同一世帯の方がいる場合、
世帯全員で税理士国保に加入するか、世帯分離をしてご本人のみ加入する、という手続きになりますので
ご注意ください。

Ａ.

加入申請について

　喪失日についてＱ.
　事務所を退職した場合…………退職日の翌日が喪失日
　新しい保険に加入した場合……新しい保険の加入日が組合の喪失日
　※喪失日以降の給付は行いませんのでご注意ください。

Ａ.

喪失届について

　修学のため組合員とは別の住所地へ転出、または組合員の世帯に住所地を戻したときの届出についてＱ.
　修学のために住民票を異動した方、分離先の住所から組合員の世帯に住所地を戻した方は届出をしてく
ださい。住民票を異動されていない方は届出不要です。

Ａ.

その他申請について

● 住民票の謄本（世帯全員が記載されたもの）をご添付ください。
●「健康保険等の加入状況報告書」につきましては、住民票に記載されている方全ての保険の
状況をご記入ください。

● 申請の際にはご署名ご捺印及び添付書類を今一度ご確認ください。

注意
事項

下記の場合は喪失届書が必要となりますので、お早めのお手続きをお願いいたします。
● 就労により新しい保険に加入した場合
● 学生ではなく、組合員と住所地が別になっている場合

注意
事項

● 喪失届書を提出の際は、添付書類の被保険者証・高齢受給者証(70～74歳)・限度額認定
証(該当者のみ)をご添付ください。
　添付書類の提出ができない場合は、必ず「被保険者証・高齢受給者証・組合員証添付不能・
滅失届」のご提出をお願いいたします。
※75歳以上の組合員の場合は、「国民健康保険組合の組合員（75歳以上）脱退届出書」及び
「組合員証」

● 市町村国保に加入される方は、当組合発行の「資格喪失証明書」が必要となります。
　喪失届書の右下の「喪失証明書を希望する」欄より送付先を選択してください。

注意
事項

＊各種申請方法について

＊各種申請書について

組合ホームページ（http://www.ka-z-kokuho.or.jp/）または国保のしおりを
ご確認ください。
各事務所にあります「規約・規程集」よりコピーしてご使用いただくか、または組合
ホームページにて書式をダウンロードのうえ、ご使用ください。

ご注意：被保険者証の不正使用、又は貸し借りは詐欺行為となり法律（刑法第246条）で罰せられることもあります
ので、ご注意ください。

接骨院・整骨院にかかるときの注意点
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